
　今期の全業種の売上高は、前期と比較して「不変（横ばい）」との回答が54.3％と過半数を占め、緩やかな推移を維持しているものの、「増加」20.6％
に対して「減少」が25.1％と上回る結果となった。さらに利益額においては「減少」が27.9％に達し、「増加」の17.4％を大幅に上回るなど、売上の維持
に対して収益性の悪化がより鮮明となっている。
　この要因として、不動産業を除くほぼすべての業種で「仕入・経費の増加」が経営課題の最上位（小売53.6％、建設57.0％など）を占めており、コス
ト高を価格に反映できない苦境がうかがえる。
　業種別に見ると、サービス業（現状課題なし40.6％、利益不変58.6％）や不動産業（利益不変69.6％）が底堅く推移している一方、建設業（利益減少33.7％、
人手不足60.5％）や製造業（利益減少31.6％、設備老朽化38.2％）などの基幹産業では、仕入価格高騰と慢性的な人手不足の二重苦による採算悪化が目立っ
ている。

地域最大級の景気動向調査地域最大級の景気動向調査横須賀商工会議所

裏面へつづく ▼

～原材料費等の高騰にもかかわらず、価格転嫁できず。
中小企業の収益性の悪化が鮮明～
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2026年
４～６月期『よこすかHOT景気』！

地域内で調査対象企業500社超の景気動向調査を実施しています。
業種別の動向を集計してお知らせしています。地域内企業の生の声を反映した、実感に基づく
「景況感」を、会員企業の経営判断の参考としてお役立ていただければ幸いです。

調査対象500社超！

【対象期間】 2026年４月～６月期
【調査時期】 2026年７月24日（金）～８月７日（金）
【調査方法】 窓口対面調査・巡回調査・FAX調査・メールによる調査
【調査協力】 久里浜商店会（協）、ヨコスカダウンタウンクラブ、 （一社）横須賀建設業協会、横須賀工業振興（協）
【回答企業】 506社
【内　　訳】 建設業86件（17.0％）、製造業76件（15.0％）、卸売・物流業38件（7.5％）、小売業84件（16.6％）、
　　　　　 飲食業71件（14.0％）、サービス業128件（25.3％）、不動産業23件（4.6％）　合計506件（100％）
※当調査は、当所管内の中小企業の景気動向を把握するため四半期毎に実施いたします。

次期（2026年７～９月期）の見通し
　次期の全業種の売上高見通しは、今期実績（増加20.6％、減少25.1％）
と比較して、「増加」見込みが18.4％へ微減、「減少」見込みが21.7％と、
売上の頭打ち感がやや強まっている。
　さらに利益額見通しにおいては、「増加」見込みの15.8％に対し、「減少」
見込みは25.7％に達しており、今期に引き続き採算性の悪化を警戒する姿
勢が顕著に現れている。
　この要因として、仕入価格や経費の増加分を価格に反映できない「価格
転嫁の難航（65.3％が転嫁できず）」が挙げられ、コスト上昇の自己吸収
が限界に近づいている地場企業の姿が浮き彫りとなった。サービス業等で
一部に売上回復の期待があるものの、長引くコスト高と収益性低下が、先
行きの景気回復に対する足かせとなっている。

今期（2026年４月～６月）の業況感
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① 資金繰りの悪化について

　「資金繰りの悪化」については、全体の半数を超える52.4％が「状況は
変わらない（厳しい状態が継続）」と回答した。このうち、コスト増が直
接店舗を圧迫する小売業（54件）や飲食業（41件）、およびサービス業
（53件）、建設業（49件）が約75％を占め、厳しい状況の固定化がうかが
える。
　また、12.3％が「悪化した」と答えており、サービス業（17件）や飲
食業（16件）での悪化が目立つ。一方で、対個人・非店舗型ビジネスを多
く含むサービス業（56件）や、不動産業（16件）を中心に33.6％は「そ
もそも影響がない」としており、業種間の財務状況の差が見られる。
　「改善された」はわずか1.8％にとどまり、資金繰りの好転要素はほぼ確
認できない膠着状態にある。

② 資材等の供給止めや入荷遅延について

　「資材等の供給止めや入荷遅延」については、全体の４割強にのぼる
44.0％が「状況は変わらない」と答え、慢性的な目詰まりが依然として解
決していない実態を示した。このうち小売業（45件・20.3％）や建設業
（41件・18.5％）、サービス業（41件・18.5％）が上位を占めている。
　さらに16.2％は「状況が悪化した」と回答し、飲食業（19件・23.2％）
や建設業（18件・22.0％）がその大半を占める。
　一方で、非店舗型が多くを占めるサービス業（66件・42.3％）を中心
に30.9％は「そもそも影響がない」としており、調達を必要とする実業分
野との温度差が浮き彫りとなった。
　「状況が改善された」とする回答は8.9％と１割に満たず、製造業（14件）
や建設業（13件）などで一部に正常化の動きが見られるものの、全体への
好転には及んでいない。

③ 買い控えや売り上げ減少について

　「買い控えや売り上げ減少」の状況については、過半数の53.4％が「状
況は変わらない」と回答した。この主層はサービス業（60件）、小売業
（51件）、建設業（49件）、飲食業（44件）と広範な業種に分散しており、
需要停滞の慢性化を示している。
　また、14.4％は「状況が悪化した」と答えており、飲食業（16件）や
小売業（16件）、製造業（15件）といった、仕入コスト増が顧客の価格反
応に直結しやすい業種での悪化が目立つ。
　一方で、直接的な対個人消費から距離があるサービス業（59件）や不動
産業（15件）を中心に29.8％は「そもそも影響がない」としており、業
種特有のビジネスモデルによる耐性の差が見られる。
　「改善された」はわずか2.4％にすぎず、購買意欲の本格的な回復は見通
せない。

④ 価格転嫁の現状について

　「価格転嫁」の進捗は、全体の65.3％が「変わらない（転嫁できていない）」
と回答し、コスト増を自助努力で吸収し続ける過酷な現状が裏付けられた。
　この未転嫁層の業種内訳は、小売業（65件）が最も多く、次いでサービ
ス業が60件、飲食業が58件、建設業が57件と続き、ほぼ全ての産業で高
い「転嫁の壁」に突き当たっている。
　「改善された（転嫁できた）」とする回答はわずか7.7％にとどまり、そ
の約３割を建設業（11件）が占めるものの、他業種への波及は見られない。
　一方、対個人消費との連動が薄いサービス業（61件）や不動産業（13件）
などを中心とする26.9％は「そもそも影響がない」としており、調達・仕
入の発生する実業分野でのコスト負担の重さが改めて浮き彫りとなった。

【問い合わせ】産業・地域活性課　０４６－８２３－０４０２横須賀商工会議所 検索

横須賀商工会議所は、地域の会員企業の経営を多面的にバックアップします。ご利用になりたい制度がありましたら、下記担当までご連絡ください。

▼前面のつづき

経営課題
１　位

回答数
２　位 ３　位

回答数業種
１位 仕入・経費の増加

売上の減少
人手不足

217
149
146

建設業
サービス業
建設業

49
34
52

回答数業種
小売業
小売業
製造業

45
27
26

回答数業種
製造業
建設業
サービス業

37
22
21

２位
３位

・・・・・・・・・・・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・（直面している経営課題）　経営上の問題点TOP3

石油由来製品の供給不足および価格高騰による影響について（４月末との比較）

建設業

調査に協力していただいた事業者の皆さまからの声

製造業

サービス業

卸売・物流業 小売業

飲食業

●工事が多いのが助かります。 ●問い合わせや修繕のご依頼は増えてきていますが、まだ安定した受
注には至っていません。加えて、仕入価格の高騰が続いており、経
営への負担が大きくなっています。
●照明器具、電線の納期が遅延で売上が上がらない。
●入荷遅延等はないが、鋼材屋の都合で仕入数を決められることが多
くなった。例えば、鋼板20枚で発注→キリが悪いから22枚で購入
させられるなどが増した。

●４月より白ナンバートラックの取締りが強化される
とのことで、今年中に営業停止を考えている。

●一日も早く中東情勢が落ち着き、ホルムズ海峡が通
過できるようになって、荷物がスムーズに運べるよ
うになることを祈念しています。

●ビニール製品の仕入れ価格高騰がいちじるしい。●うちの場合は観光客が主なので、週末の天候不良、
昨今の酷暑で出控えを感じます。

●市の特性や商店街を活用したイベント等を、定期開
催してほしい。 毎月横須賀にさえくれば、何かしら
楽しめると人が思える町にしたいです。

●暑くて人や物がダメになる時代なので、ビックサイ
トみたいなイベントに特化した特別な大きな建物が
ほしい。 雨風や気温等に左右されずにカレーフェス
ティバル等が開催できたら良いなと思います。

●スパイスの価格が上がり、高くなっている。来店客
が少なくなっている。

●状況は厳しい。材料費が高くなっている。

●天候不順による影響も出ている。
●昨年から紙の価格が上がっており影響があるが、４月以降、状況は
変わっていない。
●原材料費が高騰したが単価に反映できない。
●固定費が減らせた分、少し売り上げが上がりました。
●一番の難問は猛暑対策。
●価格転嫁が難しい。景気が上がらない。

●不動産価格が上がっているので、
売上は上がっている。

不動産業

過去のレポートは
コチラ▶

そもそも影響がない状況は改善された 状況は変わらない 状況は悪化した
1709 265 62資金繰りの悪化

そもそも影響がない状況は改善された 状況は変わらない 状況は悪化した
15112 270 73買い控えや売り上げ減少

そもそも影響がない状況は改善された 状況は変わらない 状況は悪化した
15645 223 82資材等の供給止めや入荷遅延 そもそも影響がない改善された（転嫁できた） 変わらない（転嫁できていない）

13639 331価格転嫁


